
 

 第１学年   算数科学習指導案                  令和４年 １１月２８日(月) 

       単元名 ひきざん 

                                                     

児童数：男子７名 女子６名 合計 １３名  

授業者：村越 梨紗  

 

１ 単元の目標 

 

２ 子供と単元 

 (１)子供について 

    

(２)単元について 

単元の設定理由や教材について【教材観】 

第１学年では、加法及び減法の意味を考えたり、加法及び減法が用いられる場面を式に表したり、式

を読み取ったりすることができるようにし、１位数の加法及び減法の計算が出来るようにすることをね

らいとしている。また、数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、それを日常生活に

生かそうとする態度を養ったりすることをねらいとしている。ここで育成される資質・能力は、第２学

年の２位数の加法及び減法などを考える際に生かされるものである。 

本単元は、学習指導要領第１学年の内容 A数と計算（２）「加法・減法」を受けて設定したものであ 

る。この単元で身に付けたい計算方法は、被減数を分解する減加法と減々法の２つである。例えば１２   

－７の場合、減加法では（１０－７）＋２のように１０から７を引いて、残り２を加える。減々法は、 

（１２－２）－５のように順々に引いていく方法である。未習の計算方法を考えるためには、既習事項 

を意識して考えることが大切だと気付くことができる。また、既習事項を使い考える中で、新たな考え 

がでたりどの方法が簡単で正確に計算できるか実感できたりする。そして、他の計算を発展的に考えよ 

うとする態度を育成することができる。 

他学年との系統は次のとおりである。 

 

 

 

（１）知識・技能 

 ・減法の意味について理解し、それらが用いられる場合について知っている。 

 ・減法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりすることができる。 

（２）思考力・判断力・表現力 

 ・数量の関係に着目し、計算の意味や計算の仕方を考えたり、日常生活に生かしたりしている。 

（３）主体的に学習に取り組む態度 

 ・数や式に親しみ、算数で学んだことのよさや楽しさを感じながら学ぼうとしている。 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(３)指導について 

   ①本単元における見方・考え方 

    「１０とあといくつ」という数の見方や計算の意味に着目し、計算の仕方を考える。 

②児童観・教材観を踏まえて、どのように授業を構築するのか【指導観】 

（プログラミング的思考力を育むための手立てを含む） 

・単元を通して、一の位同士が引けない場合、「10 のまとまり」を使えば計算できることを理解し、そ   

れを自分の言葉で説明することを目標にしていきたい。そのために、ブロックやさくらんぼ図を用い 

て、理解を深めていく。 

・導入では、子供たちが生活科見学で拾ってきたドングリを選び、子供たちの興味関心を高める。また、  

日常生活でも同様の場面に出くわしたときに対応できるように、問題づくりの学習場面を加えること  

とする。 

   ・本時に関わるプログラミング的思考の流れ 

    なるべく少ない動作で答えを求める。ロイロノートを使い、一つ一つの動作をコマ撮りしておく。 

① 一の位が計算できるか ②引く数と引かれる数のどちらを分解するか ③何と何に分解するか 

④何から何を引くか ⑤答えをどう見るか 

① なかまづくりとかず 

・1０までの数の構成 

☆数のまとまりに着目し、

１つの数を他の２つの数

の和として考える。 

④ のこりはいくつ ちがいは

いくつ 

・減法の意味(求残、求補

、求差) 

・被減数が10以内の減法 

・０の減法 

☆数量の関係に着目し、

減法の意味を考える。 

⑦ １０よりおおきいか

ず 

・15－5、15－3など 

☆「10といくつ」という

数の見方に着目し、数

の比べ方や数え方を考

える。 

 

⑨ ３つのかずのけいさん 

・３口の減法、加法との混

合 

☆数量の関係に着目し、３

つの数の計算の仕方を考

える。 

⑬ ひき算 

・繰り下がりのある減法 

☆「10といくつ」という

数の見方に着目し、11

～18から１位数をひく

繰り下がりのある減法

計算の仕方を考える。 

 

⑭ おおきいかず 

・34－4、28－3、50－20な

ど 

☆数の構成に着目し、数の

比べ方や数え方を考える

。 

⑰ たしざんとひきざん 

・順序数の減法 

・異種量の減法 

・求小 

③ ひき算のひっ算 

・２位数―１、２位数 

・減法の筆算形式 

⑤ ３けたの数 

・数構成に着目した減法

計算 

 

⑨ たし算とひき算のひっ

算 

・３位数―１、２位数 

・減法の筆算形式 

⑮ たし算とひき算 

・加法逆の減法 

１年 ２年 



 

３ 単元計画（総時数１１時間） 
 

時 目標 
主な学習活動（○） 

指導の要点 

【子どもの育ちを支えるためのポイント(●)と評価(□)】 
 
１ 

 

２ 

本時 

11～18 から１位 

数をひく繰り下が 

りのある減法の計 

算で、被減数を分 

解して計算する方 

法(減加法)を理解 

する。 

○プロローグ 

 場面から、減法であることを考え立式

する。既習の減法計算を振り返る。 

 

○ドングリを題材に、１３－９を立式す

る。 

 

○１３－９の計算の仕方をなるべく少

ない動作で考える。 

 

 

 

○ 操作や図を用いて、１３－９の計算

の仕方を説明する。 

●生活科見学で拾ってきたドングリを

使うことで、新しい計算への興味・関

心を高める。 

□既習の加減計算や「１０といくつ」と

いう数の見方を基にした１３－９の

計算の仕方を理解し、その計算ができ

る。(知・技) 

□既習の加減計算の学習や数の見方を

基に、１３－９の計算の仕方を考えよ

うとしている。(態) 

 

 

□１３－９などの計算の仕方を、数の見

方を活用して、操作や図を用いて考

え、説明している。(思・判・表) 
 
 
３ 

 

４ 

前時までの学習を 

踏まえ、11～18 か 

ら１位数をひく繰 

り下がりのある減 

法計算で、被減数 

を分解して計算す 

る方法(減加法)の 

理解を確実にす 

る。 

○減数が８や７の場合の計算の仕方を

考える。 

〇10 のまとまりから１位数をひくとよ

いことについてまとめる。 

 

〇減数が９～５の場合の練習問題に取

り組む。 

〇文章題を解決する。 

 

□減加法による計算が確実にできる。

(知・技) 

□減法が８～５の場合でも、10のまと

まりから１位数ひいて計算すればよ

いことを考え、説明している。(思・

判・表) 

 
５ 

 

 

 

６ 

 

 

11～18から１位数 

をひく繰り下がり 

のある減法で、減 

数を分解して計算 

する方法(減々法) 

があることを知り 

、計算の仕方につ 

いての理解を深め 

る。 

○場面を読み取り、立式をする。 

〇１２－３の計算の仕方を考える。 

〇減数を分解して計算してもよいこと

を確認し、減々法による計算方法に

ついてまとめる。 

〇自分が計算しやすい方法で考えてよ

いことを確認する。 

〇計算練習に取り組む。 

〇文章題を解決する。 

□11～18から１位数をひく繰り下がり

のある減法計算は、被減数を10のま

とまりといくつに分けて考えればよ

いことを理解し、その計算ができる

。(知・技) 

〇被減数、減数の大小に関係なく、10

のまとまりから１位数をひくことに

着目して計算の仕方を考え、操作や

図などによって説明している。(思・

判・表)   
 
７ 

 

８ 

 

 

 

 

 

計算カードを用い 

減法の計算能力を 

伸ばす。 

○計算カードを用いたいろいろな活動

を通して、11～18から１位数をひく

繰り下がりのある現法計算の練習を

する。 

〇答えが８になるカードを集めたり、

同じ答えのカードを並べたりして、

数の並び方の規則性を見出し、数の

関数的な見方にふれる。 

□11～18 から１位数をひく繰り下がり

のある減法計算が確実にできる(知・

技) 

□計算カードの並び方について、被減数

が１増えると減数も１増える、という

関数的な見方に気付き、数の関係を説

明している。(思・判・表) 

すくないどうさで、１３－９のけいさんのほうほうをせつめいしよう。 



 

 
９ 

 

１０ 

問題を出したり、 

問題に答えたりす 

ることで、日常生 

活でもひき算を使 

おうと思えるよう 

にする。 

○ロイロノートを使い、オリジナルの問

題をつくり、式や考え方も書く。 

○問題に答え、計算の方法を説明する

。 

●オリジナル問題をつくり、答える活動

を行うことで、日常生活でも繰り下が

りのあるひき算をしようとする意識

を高める。 

□場面にあった問題文をつくることが

できる。(思・判・表) 
 
１１ 学習内容の定着を 

確認するととも 

に、単元で学習し 

たことのよさを感 

じ価値づける。 

〇「たしかめよう」に取り組む。 □基本的な問題を解決することができ

る。(知・技) 

□単元の学習を活用して問題解決の仕

方を考え、説明している。(思・判・表) 

□単元の学習で考えた過程や結果を振

り返り、そのよさや楽しさを感じてい

る。(態) 

 

 

 

 ４ 本時の実際（本時 ２/１１） 

（１） 目標 

〇既習の加減計算や「１０といくつ」という数の見方を基にして１３－９の計算の仕方を理解し、 

その計算ができる。（知・技） 

〇１３－９の計算の仕方を、数の見方（１０といくつ）を活用して、操作や図を用いて考え、説明 

している。（思・判・表） 

 

 （２）展開 
 

時間 学習活動（○） 子供の反応（・） 支援（●）と評価（□） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の復習をする。 

〇既習の計算方法との違いを確認する。 

・「１０といくつ」で計算できた。 

・「１０といくつ」で少しやり方を変えると

できそうな場合もある。 

 

〇本時のめあてを知る 

 

 

 

〇前時に撮った写真を見せたり、ブロック

を動かしたりし、考えを共有する。 

考えに名前を付ける。 

 （発表者／ブロック操作） 

・１ずつ動かす方法 １ずつひきたし 

（〇〇／〇〇） 

【１０から】○○、○○、○○、○○、 

○○ 

【３から】○○、○○ 

・３ずつ動かす方法 ３ずつひきたし 

（○○／○○） 

  ○○、○○ 

・９まとめて動かす方法 まとめてひきたし 

（○○／○○） 

  ○○、○○、○○、○○ 

 

 

●既習の「１０のまとまり」を使うと、未習の計算もで

きることに着目させ、見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●T1はブロック操作者、T2は発表者につき、動作と式

を結びつきやすいようにする。 

●事前にタブレットのロイロノートに自分の考えを提

出し、すぐに考えを共有できるようにする。 

●ロイロノートの提出箱機能を使い、電子黒板に提示

することで、発表を聞く意識を高める。 

●考えの途中を可視化できるように、黒板ではブロッ

ク操作をする。 

●操作の回数が分かるように、その都度、式を板書す

る。 

□１３－９の計算の仕方を、操作や図を用いて考え、

説明している。【思・判・表】 

 

 

１３－９のときかたで いままでとちがうところを 見つけて けいさんしよう 



 

 

 

 

 

 

25分 

 

 

 

 

 

35分 

 

40分 

 

○自分の考えと似ている考えに名前マグネ

ットを付ける。 

 

 

 

○３つの考えを比べ、似ているところや違

うところを見つける。 

・１３を１０と３に分けている。 

・１０から引いている。 

・途中の式の数が違う。 

 

○本時のまとめをする。 

 

 

 

 

〇適応問題に取り組む。１２－９ 

・どの考え方で問題を解くか決め、問題に取

り組む。 

・なぜ考え方を変えたのか理由を発表する。 

●自分の考えがどのように変わるのかわかるように、

マグネットで可視化する。 

●自分の考えと似ているか迷っている場合は、提出箱

に提出してある考えを見ながら、みんなで解決して

いく。 

 

 

□既習の加減計算や「１０といくつ」という数の見方を 

基にした１３－９の計算の仕方を理解し、その計算が

できる。【知・技】 

 

 

 

 

 

 

 

●考えが変わった理由を聞き、簡単に計算するよさに

目を向けることに気付かせる。 

 

１３－９のようにかんたんにひけないときは、

１０からひけばけいさんできる。 


